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１．はじめに  

 阪神高速道路株式会社（以下阪神高速という）では,平成18年度より入札契約に総合評価落札方式を導入し,

平成19年度では250万円以上の全工事に導入したところである．本稿では，平成19年度における総合評価落

札方式の実施状況を報告するものである． 

２．平成１９年度における阪神高速道路株式会社の入札・契約方式の概要  

阪神高速道路株式会社においては，総合評価方式のさらなる拡充を目的に以下の項目を導入することとした． 

１） 一般競争入札の拡大  

工事費が 250万円を超える工事は，原則として一般競争入札とする（図-1参照）． 

２） 総合評価落札方式の全面導入  

一般競争入札方式の全面導入に伴い，技術力も併せて評価できる総合評価落札方式を原則適用する．

尚，総合評価落札方式は，高度技術提案型・標準型・簡易型・特別簡易型の4区分で実施する． 

３） 総合評価落札方式における「技術評価点」の引き上げと「品質確保体制評価」の試行導入  

安易な価格競争でなく，技術力を有する者が落札できるよう，総合評価落札方式における技術評価点

の引き上げ（表-1参照），評価方法を加算方式に統一するとともに価格評価点のｳｴｲﾄを引き下げる．ま

た，VE提案については，その後の工事においても技術評価点で考慮する（ｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞの付与）． 

また，品質確保体制の確立を図る為，調査基準価格を下回る参加者については，低入札調査の資料

を評価し，品質確保の体制が構築されると認める場合に限り，その程度に応じて品質確保の実効性に

係る評価点を加点する「品質確保のための体制」評価を導入する． 

【平成１８年度まで】 【平成１９年度】

一般競争入札
公募型指名競争入札
従来型指名競争入札

図-1　一般競争入札の拡大
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平成18年度

技術評価 技術評価
品質確保
体制評価

標準型（WTO対象） 30 ～ 40 40 ～ 70 30
標準型（WTO対象外） 20 ～ 30 30 ～ 40 30
簡易型 15 ～ 20 20 ～ 30 30
特別簡易型 - 20 30

表-1　総合評価落札方式における技術評価点

適用方式
平成19年度

 
３．総合評価落札方式の統計分析  

１）平均落札率の推移 

図-2は，阪高にて実施された平成 18年度と平成 19年度上期の各工種の落札率を示したものである．平成
18年度と平成 19年度上半期の落札率は，平成 18年度の落札率と比較すると 7％程度上昇していることが分
かる．この原因としては，平成 19年度に新たに品質確保の体制評価を取り入れたことによるものと考えられ，
平成 19年度方式の適用工事においては，低入札価格で受注したのは 1件しか発生していない状況となってい
る．平成 19 年度上期の平均落札率は 89％であるが，土木工事（主に開削ﾄﾝﾈﾙ工事）の落札率が 75%程度で
あるのに対し，ﾒﾀﾙ･電気通信･遮音壁･管･維持修繕関係工事が 90%を超えており，各工種によるﾊﾞﾗﾂｷが目立
つことが分かる．土木工事の落札率が低い原因としては，資材の大量発注による調達ｺｽﾄの縮減が可能なこと，

入札時 VE 制度により阪高が示す予定価格よりも低い金額による入札が可能であることが考えられる．一方，
落札率が高い工種の原因としては，構造物の補修・改築に係る工事受注のﾘｽｸが大きいことが考えられる． 
２）総合評価落札方式の適用型に対する得点傾向 

 図-3は，各適用方式における申請者の得点状況を示したものである．図-3より，①方式が簡易なものほど 

 キーワード 総合評価落札方式，落札率，品質確保体制評価，申請者の得点状況 
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得点率が低い，②簡易型と特別簡易型における企業力の得点率は 35％程度であるが，簡易型（特に舗装）の

方がﾊﾞﾗﾂｷが小さいことから，各企業の実績が充実している，③ﾄﾝﾈﾙ（WTO対象）のものは、各項目ともﾊﾞﾗﾂｷ

が大きく参加者の技術力の差が現れている，④得点率が低い項目はﾊﾞﾗﾂｷも小さいことから，どの社も点を獲

得できていないことが分かる． 

３）2.3)項の技術評価に基づくVE提案実績の提出状況 

 表-2は，参加資格申請時に過去のVE提案実績が提出された工事の参加者数と提出数の関係を表したもので

ある．ちなみに，この評価方式は，阪神高速が独自に導入したものである．表-2 より，提出数は増加の傾向

であることが分かる． 

４）技術評価点と価格評価点の関係 

表-3は，標準型，簡易型，特別簡易型の各適用方式における技術評価点と落札者との関係を示したものであ
る．表-3より，技術評価点のｳｴｲﾄが低い特別簡易型においては技術点が１位のものが落札したケ－スが減少し
ているが，標準型・簡易型の工事においては，技術点が１位のものが落札したケ－スが全体の半数を占めてい

ることが分かる．また，技術点が１位でない者が落札したケ－スにおいても技術点が２位（特別簡易型の一部

を除く）の者が落札しており，技術点で高い評価を得なければ工事を受注できない状況であり，安易な価格競

争ではなく，技術力を有する者が落札している． 
５）平成18年度方式との比較 
図-4は，平成18年度方式と平成19年度方式で入札を実施した工事（開削ﾄﾝﾈﾙ）の一例における得点状況を示
したものである．平成18年度方式では，他団体に先駆けて標準型に加算方式を採用し，参加者の持つ技術力
を重視した方式としたが，平成19年度方式においてはさらに技術評価点を引き上げた事から，それに伴いﾊﾞﾗ
ﾂｷも大きくなっていることが分かる．また，「品質確保体制評価の導入」により価格評価点はおよそ20点で頭
打ちとなっていることが分かる． 
４．まとめ  

総合評価落札方式は，デ－タの蓄積が必要であり，それらデ－タに基づき技術提案に係る設問，評価方法，

技術と価格の配点バランス等の検討が必要であるが，平成19度においては，概ね阪高が意図する安易な価格
競争の防止並びに民間の技術力の活用が図れたものと考えている． 
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図-2 落札率の推移            図-3 各適用方式における得点状況 
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※　工事において、数字が大きくなるほど後発の工事

適用方式 実施件数

標準型 5
簡易型 7
特別簡易型 4

1
2
0

工事
参加者
提出数
平均

表-3　技術評価点と落札者の関係

3
3
3

技術点が１位のもの
が落札したケ－ス

2
4
1

技術点が１位でないも
のが落札したケ－ス

うち技術点も価格点も１位
のものが落札したケ－ス

表-2　VE実績の提出状況
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図-4 H18方式とH19方式の得点状況（一例）  
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